
【主な２６年度予算・事業名】 【予算額】 【所管】 【実施主体】
(千円) （関係課）

富山型食生活普及推進事業 115 農企 県

　　〔越中とやま食の王国での普及・啓発〕

食育推進会議運営事業 1,418 農企 県

　　〔県食育推進会議、食育推進フォーラムの開催〕

拡） 地産地消県民運動推進事業 9,716 農食 県

　　〔「とやまの旬」応援団、ポイント制度の実施、県民交流フェア開催〕

元気とふれあいの学校給食づくり事業 6,499 農食 市町村

　　〔地場産食材を活用した学校給食充実への取組み支援〕

「富山のさかな」ブランド化推進事業 14,428 水漁 県

　　〔県産水産物のＰＲ、キャンペーン活動の実施〕

水産業振興啓発・活動事業 6,225 水漁 漁連等

　　〔学校給食への県産魚の提供、県産魚の消費拡大事業への支援〕

拡） がんばる女性農業者支援事業 24,894 農技 組織

　　〔農村女性による地産地消活動、商品開発や事業規模拡大等を支援〕

１億円産地づくり支援事業 38,000 農食 組織

　　〔JAを中心とした大規模産地の育成〕

米粉用米需要開拓推進事業 3,075 農食 県

　　〔富山米の米粉を利用した食品の開発、学校給食の米粉パン支援〕

拡） 越中とやま食の王国づくり事業 47,532 農食 県

　　〔ホームページ運営、「とやま食の街道」の推進、首都圏への食の魅力発信〕

新） とやまの農林水産品ブラッシュアップ事業 12,780 農食 県

　　〔パッケージデザイン改良支援等による｢思わず手に取りたくなる｣お土産品づくり〕

拡） ６次産業化モデル育成事業 13,000 農食 県

　　〔農林漁業者が自ら行う新商品・新サービスの開発及び販路開拓を支援〕

食育実践支援事業　（食育実践普及推進事業） 309 農企

　　〔「食生活改善チェックシート」を活用した食育実践の推進〕

食のふれあい体験事業 1,200 農企 市町村
　　〔「とやま食材ふれあい講座」開催支援〕

三世代ふれあいｸｯｷﾝｸﾞｾﾐﾅｰ開催事業等 2,063 健康 食改協

　　〔食を通じたふれあいの輪を地域に広げ、ライフステージに応じた健康づくりを支援〕

農山漁村女性食育推進事業 1,350 農企 農・漁業団体

　　〔ＪＡ女性組織、漁連女性部の地域食材を活かした自主的な食育活動を支援〕

家庭教育かわら版事業 2,800 生学 県

　　〔家庭教育に関する総合情報紙として食育に関する記事等も掲載〕

富山型食生活普及推進事業 825 農企 学校

　　〔「毎日しっかり朝ごはん」運動〕 （ス保）

拡） 食育実践校モデル事業 10,000 ス保 県

　　〔栄養教諭を中心に関係機関と連携し、食育の効果の検証、充実を図るもの〕

食育を通じた健康づくり推進事業 1,823 農企 県・栄養士会

　　〔地域食育推進体制の強化、地域や高校・短大への食育リーダー派遣〕 （健康）

拡） 食育実践支援事業　(若者食育実践促進事業） 4,642 農企

　　〔若者世代を対象としたSNSでの情報発信、啓発イベント、朝食レシピコンテストの開催〕

ヤングファミリー食育推進事業 800 農企 栄養士会

　　［ヤングファミリー（若い保護者世代）への食育講座］

子育て応援団普及事業 13,510 知政 県

　　〔とやま子育て応援団の運営・普及、ＰＲイベントの開催など〕

富山型食生活普及推進事業 800 農企 栄養士会

　　〔外食産業や食品スーパー等と連携した富山型食生活や食事バランスガイドの普及〕 （健康）

　　〔各種イベント等でのモデルメニューの紹介〕

富山型食生活普及推進事業 800 農企 食改協

　　〔「いきいきとやま食育クッキング」の開催〕 （健康）

　　〔地場産食材を用い、地域の食文化を活かした栄養バランスの良い料理の普及〕

健康づくり協力店推進事業 661 健康 県

　　〔栄養成分の分かるメニュー提供や食事バランスガイドの普及を図るため健康づくり
　　 協力店制度の推進〕

バランスアップ健康プロジェクト 742 健康 県

　　〔バランスアップメニュー開発支援や正しい食生活をすすめるための情報提供〕

新） とやま健康食開発支援事業 2,000 健康 栄養士会

　　〔栄養バランスの良いヘルシーメニューの開発支援〕

新） とやまけんこうウエル噛む推進事業 1,500 健康 歯科医師会

　　〔かみごたえのある食材により、かむことを普及啓発〕

食品安全確保総合対策事業 3,876 農食 県・団体

　　〔食品トレーサビリティの推進、食品表示講習会の開催など〕

県産農林水産物安全・安心確保対策事業 10,800 農食 県・団体

　　〔県産農林水産物放射能測定、富山米及び県産野菜等の安全・安心確保対策〕

適正農業推進事業 15,143 農技 県

　　〔とやまGAPの普及・推進、ＧＡＰ指導者の育成、産地への指導・助言〕

※上記事業の予算額合計 253,326 千円

【主な内容】【取組項目】

食育関連施策の概要　［平成２６年度予算］

富山型食生活の普及など 
県民運動の展開 

・おいしい富山米や旬の魚介・野菜を活用した「富山型モデルメニュー」の普及 
・「とやまの家庭料理」の選定・普及 
・富山版食事バランスガイドの普及 

地産地消の推進 

・地産地消県民運動の推進（地産地消ポイント制度） 
・学校給食や民間社員食堂、食品関係企業における地場産品の活用 
・直売施設やインショップコーナーなどにおける直売活動の充実 
・農産物加工など女性起業活動の促進 

魅力ある食文化の 
継承・創造 

・ホームページによる魅力ある富山の食材の情報発信 
・「越中とやまの食」「富山のさかな」のＰＲによる伝統食の継承・創造 

家族そろった健全な 
食生活の実現 

・市町村における親子が参加する農林漁業体験・料理体験の充実 
・同居世帯の多さを活かした「三世代ふれあいクッキングセミナ－」の実施 
・食育団体による地域食材とのふれあい活動の推進 
・「とやま家族ふれあいウィーク」を中心とした家族そろった食事の普及・啓発 
・「家庭教育かわら版」を活用した食育に関する関心の喚起と正しい知識の普及 

保育所・幼稚園・学校等における 
食育の推進 

・｢毎日しっかり朝ごはん]の普及・啓発 
・栄養教諭を中核とした望ましい食習慣づくり（学校給食における地産地消） 

地域で支えあう食育の推進 

・若者を対象とした食育セミナーの開催 
・食生活などを指導する『食育リーダー』の育成・派遣 
・ヤングファミリー（若い保護者世代）への食育の推進 
・家族そろっての食事を提供する『とやま子育て応援団』の推進 
・外食産業や食品スーパー等と連携した富山型食生活の普及・啓発 
・栄養成分の分かる健全なメニュー等を提供する『健康づくり協力店』制度 
  の推進 

食の安全確保 

・食品に関する安全確認体制の強化 
・安全な県産品の生産と供給（トレーサビリティの推進、 ＧＡＰ（適正農業管 
  理） の導入） 
・食品表示制度の普及・推進 
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